
お
知
ら
せ

　「
教
団
新
報
」今
号
を
4
9
3
0
・
3
1
合
併
号
と
し
、

次
号
は
8
月
29
日
に
発
行
し
ま
す
。

　
な
お
、
教
団
年
金
局
・
事
務
局
は
8
月
5
〜
7
日
、

出
版
局
は
8
月
6
〜
7
日
が
夏
期
休
暇
と
な
り
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

議員の多くはオンラインで

　　常議員会　　常議員会第41総会期
第
７
回

　
宇
田
真
予
算
決
算
委
員
会

委
員
長
は
、
ま
ず
2
0
1
9

年
度
決
算
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
年
度
末
、
各
教
会
・
伝

道
所
の
財
政
的
営
み
へ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

た
が
、
教
区
か
ら
の
負
担
金

は
予
算
ど
お
り
に
納
入
さ
れ

た
。
献
金
に
、
当
初
予
算

1
0
0
万
円
を
大
き
く
上
回

る
5
2
1
万
8
7
3
4
円
の

歳
入
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
カ

ナ
ダ
合
同
教
会
が
3
年
間
に

わ
た
り
教
団
に
献
金
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
の
初
年
度
分

が
献
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
歳
入
は
当
初
予
算
よ
り

約
5
0
0
万
円
増
額
の
決
算

だ
っ
た
。

　
歳
出
も
事
業
活
動
支
出
項

目
に
増
加
が
あ
っ
た
。
増

加
の
内
訳
は
、
教
団
特
別

財
産
処
理
と
し
て
の
鶴
見
教

会
の
建
物
解
体
費
、
災
害
の

多
発
に
よ
り
三
役
の
会
議

回
数
が
増
え
た
た
め
の
三
役

活
動
費
、
機
構
改
定
に
備
え

て
の
教
団
伝
道
対
策
検
討
委

員
会
の
活
動
費
だ
っ
た
。
ま

た
、
教
団
職
員
3
名
の
退
職

金
と
、
会
館
お
よ
び
総
幹
事

住
宅
の
修
繕
工
事
へ
の
支
出

が
あ
っ
た
。
経
常
活
動
全
体

で
は
、
差
損
が
2
4
8
万

9
8
9
6
円
だ
っ
た
。
会
館

室
料
等
を
主
な
収
入
、
教
団

第
42
回
教
団
総
会
、来
年
開
催
へ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
柔
軟
な
対
応
を

財務関連

年
鑑
、
新
報
に
携
わ
る
人
件

費
等
を
支
出
と
す
る
収
益
事

業
会
計
は
37
万
9
7
0
5
円

の
差
益
と
な
っ
た
。
決
算
報

告
は
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
宇
田
委
員
長
は

2
0
2
0
年
度
予
算
を
説
明

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

教
会
・
伝
道
所
の
集
会
活
動

が
阻
ま
れ
、
財
政
的
逼
迫

　
第
7
回
常
議
員
会
が
7
月

6
日
、
開
会
時
常
議
員
26
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

四
役
、
幹
事
他
数
名
が
教
団

会
議
室
に
集
ま
り
、
多
く
の

議
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席

し
た
。

　
冒
頭
、
梅
崎
浩
二
常
議
員

が
、
九
州
・
熊
本
の
大
雨
に

よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

「
現
在
の
と
こ
ろ
教
区
内
の

教
会
・
伝
道
所
に
礼
拝
堂
、

牧
師
館
の
被
害
は
無
い
が
、

信
徒
宅
に
は
床
上
浸
水
の
被

害
が
出
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　
書
記
報
告
に
お
い
て
雲
然

俊
美
書
記
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
指
針
を
送
付
し
た
こ

と
、「
外
国
人
ヘ
イ
ト
」
に

よ
る
人
権
被
害
に
抗
議
す
る

声
明
を
出
し
た
こ
と
、
出
版

局
に
関
す
る
三
役
（
常
議
員

会
、
責
任
役
員
会
、
出
版
局

理
事
長
）
協
議
会
を
3
回
開

催
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。

　
報
告
に
対
す
る
質
疑
で
、

「
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

指
針
が
教
会
に
混
乱
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
が
、
指
針
は
、

誰
に
宛
て
て
、
議
長
の
ど
の

よ
う
な
権
限
で
出
し
た
の

か
」
と
の
問
い
が
あ
っ
た
。

　
石
橋
秀
雄
議
長
は
、「
教

会
に
宛
て
て
、
役
員
会
で
課

題
と
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

で
出
し
た
。
ど
う
受
け
止
め

る
か
は
教
会
の
主
体
的
判
断

が
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
、

雲
然
書
記
は
「
礼
拝
の
持
ち

方
に
関
わ
る
た
め
教
規
39
条

の
総
括
行
為
に
当
た
る
と
判

断
し
た
」
と
述
べ
た
。

　
総
幹
事
報
告
で
は
秋
山
徹

総
幹
事
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
教

団
3
局
が
在
宅
勤
務
な
ど
業

務
を
縮
小
し
て
い
た
が
6
月

1
日
よ
り
平
常
業
務
に
戻
っ

て
い
る
こ
と
、
全
国
会
議
、

委
員
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
国
内
の
出
張
は
少
し

ず
つ
認
め
て
い
る
こ
と
な
ど

を
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
教
団
伝
道
対
策

「
全
国
伝
道
推
進
献
金
」
が

2
5
8
万
5
5
9
0
円

と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
カ
ナ
ダ

合
同
教
会
が
日
本
に
あ
る
資

産
の
償
却
を
行
い
、
教
団
本

体
へ
7
6
0
0
万
円
の
寄
付

を
決
定
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
て
、
使
途
の
方
針
に
つ
い

て
協
議
を
続
け
て
い
る
こ
と

な
ど
を
報
告
し
た
。

　
熊
本
・
大
分
地
震
被
災
教

会
会
堂
等
支
援
委
員
会
報
告

で
は
、横
山
良
樹
委
員
長
が
、

4
月
に
竹
田
教
会
、
別
府
野

口
教
会
に
計
4
5
0
万
円
を

送
金
し
、
全
て
の
送
金
が
終

わ
っ
た
こ
と
、
残
額
6
2
5

万
5
3
5
1
円
を
救
援
対
策

引
当
金
に
戻
入
れ
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

　「
第
42
回
教
団
総
会
開
催

に
関
す
る
件
」
で
は
、
議
長

か
ら
の
提
案
と
し
て
、
今
秋

予
定
さ
れ
て
い
た
、「
第
42

回
教
団
総
会
は
開
催
せ
ず
、

41
総
会
期
を
1
年
延
長
し
、

来
年
、
第
42
回
教
団
総
会
を

開
催
す
る
」
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。
提
案
理
由
と
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、今
な
お
脅
威
で
あ
り
、

感
染
リ
ス
ク
を
無
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
こ

と
、
教
規
第
35
条
の
⑷
に
該

当
す
る
事
柄
で
あ
る
と
判
断

し
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

た
。

　「
法
定
議
案
の
み
を
書
面

な
ど
で
行
う
こ
と
は
せ
ず
、

全
体
を
延
期
と
い
う
こ
と

か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
、

石
橋
議
長
が「
そ
う
で
あ
る
」

と
応
じ
た
他
、
久
世
そ
ら
ち

副
議
長
は
、「
2
年
分
の
報

告
書
を
作
成
し
送
付
す
る
準

備
を
し
て
い
る
。
承
認
は
、

3
年
分
を
来
年
度
に
行
う
」

と
述
べ
た
。
賛
成
25
名
、
反

対
1
名
で
承
認
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
対
し
て
、
既

に
、
教
区
総
会
で
教
団
総
会

議
員
を
選
出
し
て
い
る
教
区

の
扱
い
が
問
わ
れ
た
。
雲
然

書
記
は
、
教
規
3
条
が
、
議

員
の
任
期
延
長
を
認
め
、
任

期
が
8
月
1
日
か
ら
始
ま
る

と
定
め
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、「
任
期
延
長
と
し
た
教

区
は
延
長
し
た
議
員
、
新
た

に
選
ん
だ
教
区
は
選
ん
だ
議

員
が
8
月
1
日
か
ら
の
議
員

と
い
う
こ
と
に
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　「
2
0
2
1
年
度
伝
道
資

金
運
用
に
関
す
る
件
」で
は
、

委
員
会
か
ら
の
提
案
に
基
づ

き
、
9
月
30
日
ま
で
に
申
請

を
受
け
付
け
る
も
の
の
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
、
運

用
指
針
に
、「
年
度
途
中
で

企
画
方
策
に
変
更
が
生
じ
た

と
き
は
、
常
置
委
員
会
を
経

て
報
告
を
す
る
」
と
の
項
目

を
加
え
る
案
を
承
認
し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

　
冒
頭
、
山
北
宣
久
出
版

局
理
事
長
が
、
決
算
が
約

1
6
0
0
万
円
の
赤
字
で
あ

る
こ
と
を
報
告
し
、
加
え
て

今
回
で
5
年
連
続
の
赤
字
決

算
で
あ
り
、
出
版
局
存
亡

の
危
機
の
状
況
で
あ
る
と
し

た
。
こ
の
状
況
を
深
刻
に
捉

え
、
人
件
費
率
40
パ
ー
セ
ン

ト
以
下
を
目
指
す
努
力
を
し

て
お
り
、
職
員
か
ら
の
要
望

も
あ
る
中
で
、
夏
期
賞
与
や

課
長
手
当
等
の
減
額
や
不
支

給
と
い
う
内
側
か
ら
の
身
を

切
る
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
、そ
の
後
、

具
体
的
な
決
算
の
詳
細
が
報

告
さ
れ
た
。

　
監
査
報
告
の
中
で
服
部
能

幸
委
員
長
が
、
出
版
局
規
定

内
の
理
事
会
の
役
割
に
つ
い

て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
示

し
、
さ
ら
に
、
責
任
役
員
会
、

常
議
員
会
等
、
雇
用
側
の
責

任
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

そ
の
後
、石
橋
秀
雄
議
長
が
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
と
、
職
場
環
境
の
改
良

も
課
題
で
あ
り
、
職
員
の
働

き
に
感
謝
で
あ
る
と
語
っ

た
。

　
質
疑
で
は
、
現
在
の

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

教
区
負
担
金
は
3
3
7
万

8
0
0
0
円
の
減
収
予
算
を

立
て
た
。
感
染
拡
大
が
教
団

活
動
も
抑
制
し
て
お
り
、
集

会
中
止
決
定
と
委
員
会
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
実
施
に
よ

り
、
支
出
予
算
の
未
執
行
が

見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
状
況

存
亡
の
危
機
、内
側
か
ら
の
身
を
切
る
改
革

出版局

資
本
金
の
金
額
以
上
の
、

3
3
0
0
万
円
分
の
在
庫
処

分
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
現
場

の
意
思
決
定
を
理
事
会
が
承

認
し
た
と
い
う
形
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
教
団
全
体
で
出
版

物
の
積
極
的
な
購
買
運
動
を

な
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

（
小
林
信
人
報
）

第
42
回
教
団
総
会
延
期
の
お
知
ら
せ

　
第
41
総
会
期
第
7
回
常
議
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
鑑
み
、
第
42
回
教
団
総
会
を

1
年
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
教
団
総
会
議
長
・
副
議
長
・
書
記
、

常
議
員
、
総
幹
事
、
会
計
監
査
委
員
、
常
設
委
員
会
・

常
設
専
門
委
員
会
委
員
、
宣
教
研
究
所
委
員
、
宗
教
法

人
「
日
本
基
督
教
団
」
責
任
役
員
、
出
版
局
理
事
・
監

事
、
年
金
局
理
事
・
監
事
、
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
等
も
1
年
間
の
任
期
延
長
と
な
り
ま
す
。

　
第
42
回
教
団
総
会
の
開
催
日
程
、
開
催
延
期
に
伴
う

諸
課
題
に
つ
い
て
は
、
第
41
総
会
期
第
8
回
常
議
員
会

（
10
月
26
日
）
に
て
決
定
し
ま
す
。

　
以
上
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総
幹
事
　
秋
山
　
徹

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
予
算
の
う
ち
1
2
0
0

万
円
を
予
備
費
に
計
上
し
て

第
一
次
補
正
予
算
案
を
編
成

し
た
。感
染
の
影
響
に
よ
り
、

今
後
の
教
区
か
ら
の
負
担
金

減
額
要
請
や
、
さ
ら
な
る
教

団
事
業
活
動
支
出
減
少
が
予

想
さ
れ
、
第
二
次
補
正
予
算

の
編
成
が
必
要
と
さ
れ
る
。

質
疑
で
は
、
予
算
決
算
委
員

会
に
よ
る
今
後
の
柔
軟
な

対
応
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

た
。
予
算
報
告
、
出
版
局
決

算
、
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
決

算
、
年
金
局
決
算
と
各
セ
ン

タ
ー
決
算
は
承
認
さ
れ
た
。

（
原
田
裕
子
報
）
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関
東
教
区
常
置
委
員
会
、
お

よ
び
関
東
教
区
総
会
議
長
か

ら
の
諮
問（
前
回
答
申
済
み
）

に
関
連
し
て
次
の
2
点
を
委

員
会
に
て
確
認
し
た
。

　
今
回
の
答
申
は
、
か
つ
て

の
福
音
主
義
教
会
連
合
の
教

師
検
定
試
験
及
び
按
手
礼
執

行
は
教
規
違
反
に
あ
た
る
こ

と
を
委
員
会
と
し
て
十
分
に

理
解
し
な
が
ら
も
、
教
憲
教

規
第
66
条
⑶
に
よ
り
、
按
手

礼
式
は
教
区
総
会
が
処
理
す

べ
き
事
項
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
（
既
に
1
9
7
4
年
5
月

に
兵
庫
教
区
総
会
に
て
同
様

の
事
案
が
存
在
す
る
）、
関

東
教
区
の
判
断
を
尊
重
す
る

も
の
と
し
た
こ
と
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
決
定
は

当
時
の
特
殊
な
歴
史
的
状
況

を
踏
ま
え
て
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
今
後
は
こ
の
答
申

が
按
手
礼
の
前
例
と
は
な
り

え
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
。

　
以
上
の
確
認
に
従
っ
て
、

今
回
の
答
申
を
決
定
し
た
当

委
員
会
の
責
任
を
重
く
受
け

止
め
つ
つ
、
今
後
発
行
さ
れ

る
『
教
憲
教
規
の
解
釈
に
関

す
る
答
申
集
』
に
記
録
す
る

際
に
、
経
過
報
告
を
含
む

「
注
」
を
付
記
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
今
回
の
答

申
に
関
し
て
当
委
員
会
は
、

で
き
れ
ば
教
団
常
議
員
会
の

議
決
を
も
経
た
い
と
願
い
、

　
第
5
回
予
算
決
算
委
員
会

は
6
月
16
日
に
リ
モ
ー
ト
会

議
に
て
開
催
し
た
。

　
秋
山
徹
総
幹
事
よ
り
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
、
各
教
区

総
会
の
殆
ど
が
書
面
に
よ
る

開
催
や
延
期
と
な
っ
た
こ

と
、
ま
た
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
通
常
の
礼
拝
が
出
来

な
い
た
め
、
経
済
的
に
逼
迫

す
る
教
会
・
伝
道
所
が
多
く

出
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る

旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
道
家
紀
一
総
務
幹
事

並
び
に
大
三
島
義
孝
財
務
幹

事
よ
り
事
業
活
動
等
に
関
し

て
報
告
が
あ
っ
た
。
会
議
は

原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
な
さ

れ
、
ま
た
海
外
渡
航
規
制
の

た
め
出
張
も
な
く
、
委
員
会

等
支
出
は
2
4
0
0
万
円
程

度
が
未
実
行
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
リ
モ
ー
ト
会
議
出
席
者

に
つ
い
て
一
回
1
0
0
0
円

を
支
給
す
る
等
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
9
年
度
日

本
基
督
教
団
決
算
に
関
す
る

件
を
取
り
扱
っ
た
。

　
経
常
会
計
の
事
業
活
動

収
入
は
3
億
1
0
1
7
万

6
5
6
円
。
支
出
は
全
体
で

3
億
1
5
4
0
万
7
2
6
1

円
と
な
り
、
事
業
活
動
収
支

差
額
は
5
2
3
万
6
6
0
5

円
の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
収

益
事
業
会
計
は
会
館
室
料
収

入
が
1
1
5
6
万
2
6
8
6

円
で
最
大
値
と
い
う
べ
き
状

況
に
あ
り
、
事
業
活
動
収
入

計
は
2
3
6
7
万
4
8
3
5

円
。
事
業
活
動
支
出
計
は

2
2
9
1
万
1
3
0
円
で
昨

年
度
比
2
3
7
万
6
8
1
9

円
減
。
事
業
活
動
収
支
差
額

は
76
万
4
7
0
5
円
の
差
益

が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
続
い
て
日
本
基
督
教
団
出

版
局
決
算
に
関
す
る
件
を

扱
っ
た
。

　
飯
光
出
版
局
長
代
行
は
倉

庫
と
し
て
使
用
し
て
い
た
33

号
室
の
年
度
末
退
去
、
不
良

在
庫
等
処
分
、
約
1
3
0
0

万
円
の
未
払
い
印
税
に
関

す
る
著
者
お
よ
び
著
作
権

継
承
者
に
対
す
る
お
詫
び

と
事
情
説
明
を
行
い
、
献

金
・
書
籍
購
入
等
協
力
を
仰

い
だ
が
、
6
期
連
続
の
赤

字
で
2
0
1
9
年
度
も
約

1
6
0
0
万
円
の
差
損
が
出

て
お
り
、
常
議
員
会
代
表
、

責
任
役
員
会
代
表
、
出
版
局

理
事
会
代
表
に
よ
る
三
者
協

議
に
お
い
て
職
員
の
賃
金
等

に
関
し
協
議
を
重
ね
て
い
る

旨
報
告
が
あ
っ
た
。
委
員
会

と
し
て
は
出
版
局
現
状
に
つ

い
て
、
大
変
憂
慮
し
て
い
る

と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
部
落
解
放
セ
ン

タ
ー
決
算
、
年
金
局
決
算
、

各
セ
ン
タ
ー
決
算
報
告
を
取

り
扱
っ
た
後
に
、
2
0
2
0

年
度
実
行
予
算
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
全
国
の
教

会
・
伝
道
所
の
働
き
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
中
、
委

員
会
と
し
て
の
対
応
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　
次
回
委
員
会
は
9
月
25
日

の
予
定
。
な
お
第
2
回
全
国

財
務
委
員
長
会
議
は
、
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
た
め
中
止
と

な
っ
た
。

（
中
村
公
一
報
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
協
議

▼
予
算
決
算
委
員
会
▲

　「実に、キリストはわたしたちの平和でありま
す。二つのものを一つにし、御自分の肉におい
て敵意という隔ての壁を取り壊し、…十字架を
通して、両者を一つの体として神と和解させ、
十字架によって敵意を滅ぼされました。」

（エフェソの信徒への手紙2章14、16節）

　日本基督教団と在日大韓基督教会は、1984年
に宣教協約を締結してから36年の歴史を神に
導かれて歩んできました。わたしたちを結びあ
わせる主イエス・キリストは、十字架を通して
敵意という隔ての壁を取り壊し、二つのものを
一つにしてくださいました。わたしたちは、主
イエス・キリストこそ和解と平和の主であるこ
とを信じ、2020年の平和メッセージを表明いた
します。

＜新型コロナウイルス感染拡大について＞
　新型コロナウイルス感染症が世界の脅威とな
り、日本においても事態が深刻化しています。
今この時も、ウイルス感染による痛みや悲しみ
を覚えておられる方々、悩みと不安の中にある
方々の上に、主なる神の慰めと平安をお祈りい
たします。
　新型コロナウイルス感染症によって、社会も、
教会も、関係学校、関係団体も試練の中にありま
す。礼拝を中止せざるをえなかった教会、重症
化が心配される高齢信徒の礼拝出席の自粛を求
めるなど、大きな痛みの中で礼拝をささげてい
る教会があります。また、両教会において、全
国的集会や総会の中止・延期等も余儀なくされ
ています。しかし、この大きな試練の中で「わ
たしの兄弟たち、いろいろな試練に出会うとき

は、この上ない喜びと思いなさい。」（ヤコブの
手紙1章2節）との御言葉が示されました。どの
ような試練の中にも神の恵みに満たされて「こ
の上ない喜び」となるとの御言葉に励まされて
います。すでに、教会では様々な工夫や取り組
みが進められています。日本基督教団と在日大
韓基督教会の全国の教会が、祈り合い、この大
きな試練の中で、神の恵みを受け、喜びに満た
されて礼拝をささげ、神の御栄光を現わすこと
ができればと祈っています。

＜外国人ヘイト問題について＞
　新型コロナウイルスの感染リスクに社会が脅
かされる中で、外国人に対するヘイトスピーチ
などの人権侵害がもたらされています。この度、
外国人とかかわりのある特定の事業所に対し、

「日本キリスト教団」の名を不当に用いた外国人
ヘイト文書が送られたことが判明しました。理
不尽な憎悪をあらわにした文書によって、どれ
ほど深い痛みと傷がもたらされたかを思うと心
が痛みます。被害に遭われた方々に慰めと癒し
を切に祈ります。
　わたしたちは、すべての人の命を贖うキリス
トへの信仰に基づき、「すべての人と平和に暮ら
しなさい。」（ローマの信徒への手紙12章18節）
との御言葉に従って、差別のない社会が実現す
ることを願い祈り、そのための愛による働きに
あずかることを志しています。緊張と不安に満
ちた今日の状況の中でこそ、社会の中で弱い立
場に置かれた人々が守られ、支えられなければ
なりません。社会の動揺に乗じたあらゆるヘイ
トに反対し、この社会に生きるすべての人々の
人権が守られるべきことを改めて表明します。

＜在日外国人政策について＞
　新型コロナウイルス感染拡大により、各教会、
学校、施設においても、この状況下での活動に
苦闘しておられること、その労力の多大なこと
は想像に難くありません。日本に在住する外国
人、移住労働者たちへの差別が顕在化している
ことが報じられています。「自粛」を「要請」し
ながら生存に必要な「保障」を出し渋り、弱く
されているところにさらなる圧迫と危機を与え
続けるという差別的事態が広がっています。
　この状況下で特に根深い差別意識と排外的政
策によって引き起こされている出来事のほんの
一断片であっても、連続して共有し続け、それ
ぞれの宣教における祈りと支援の連帯を喚起し
て行きたいと思います。

＜人種差別問題について＞
　アメリカで白人警察官による黒人男性死亡事
件が起きました。聖書には、「神は御自分にかた
どって人を創造された。神にかたどって創造さ
れた。」（創世記1章27節）とあります。人種差
別は、その人間の尊厳、霊的な部分を深く傷つ
ける罪に他なりません。一日も早く、このよう
な愚かな行為が世界から根絶されるよう、わた
したちは祈りと行動を共にして行きます。

　わたしたちの教会は今、地球を席巻する過酷
なグローバル経済の下で、激変していく社会に
あって、この世に遣わされたキリストの体なる
教会として、寄留者を歓待の精神で迎えながら、
単にナショナルな教会ではなく、移民排斥・マ
イノリティ排除に抗して、寄留者が招き入れら
れる「神の家族」（エフェソの信徒への手紙2章
19節）として改革されて行くことが求められて
います。それは同時に、教会自体が今から次の
時代へと、頭なる主イエス・キリストによって
生かされ、遣わされ、用いられる道であると考
えます。

按
手
を
巡
る
答
申
、付
記
事
項
を
決
定

▼
信
仰
職
制
委
員
会
▲

会議室とオンラインで

　
第
5
回
信
仰
職
制
委
員
会

が
、
6
月
29
日
に
委
員
6
名

と
総
幹
事
、
担
当
幹
事
、
担

当
職
員
の
出
席
の
も
と
教
団

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た

（
た
だ
し
内
4
名
は
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
）。

　
前
回
議
事
録
承
認
の
後
、

2
回
に
わ
た
り
常
議
員
会
に

提
案
し
た
が
、
差
し
戻
し
と

な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
今
回

の
答
申
の
中
で
歴
史
的
な
状

況
を
記
載
し
て
い
る
点
を

も
っ
て
、
こ
れ
を
前
例
と
し

な
い
こ
と
を
明
記
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
当
該
教
師
の
按
手
日

に
つ
い
て
は
、
兵
庫
教
区
に

お
け
る
事
例
に
基
づ
い
て
定

め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点

も
確
認
し
た
。

　「
議
決
権
行
使
書
（
書
面

決
議
）
の
有
効
性
に
つ
い

て
」、「
隠
退
教
師
の
総
会
に

お
け
る
立
場
に
つ
い
て
」
の

2
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
教
憲
教
規
よ
り
論
議
し

た
。
そ
の
他
、
教
団
総
会
報

告
書
（
案
）
を
承
認
し
、
主

の
祈
り
等
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。

（
武
田
真
治
報
）

2020年
　在日大韓基督教会
　日 本 基 督 教 団　平和メッセージ

2020年　平和聖日　　　　　　　　
日本基督教団　総会議長　石橋秀雄
在日大韓基督教会総会長　趙 永 哲
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　　  日本伝道の推進を祈る日日本伝道の推進を祈る日  

頌主。
　「日本伝道の推進を祈る日」

（毎月第3主日）におぼえる
『信徒の友』8月号の掲載は
「西中国教区」と「四国教区」
の教会です。全教団的に祈り
合い、支え合い、推進してい
きましょう。
　『信徒の友』を購入して、
お読みの上、お祈りください。
　2020年8月1日

日本基督教団総幹事　
秋山　徹　

　
東
海
教
区
で
は
、
5
月
末
に
開

催
予
定
で
あ
っ
た
教
区
定
期
総
会

を
8
月
に
延
期
す
る
決
断
を
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
協
議
し
た
常

置
委
員
会
で

の
基
本
的
な

考
え
方
は
、

神
の
御
心
を

問
う
教
会
会

議
と
し
て
の

ふ
さ
わ
し
い

形
を
模
索
す

る
と
い
う
も

の
で
、
書
面
で
の
開
催
は
馴
染
ま

な
い
と
い
う
出
発
点
に
立
っ
て
の

こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
8
月
に
延

期
開
催
を
決
め
、
今
度
こ
そ
会
議

の
定
足
数
を
満
た
し
、
会
期
も
一

日
に
短
縮
し
て
の
開
催
が
で
き
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

＊

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

疫
病
が
、
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
生

活
を
蝕
む
中
で
、教
区
内
諸
教
会
・

伝
道
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
決
断
を
し

ま
し
た
。
今
、
そ
れ
を
振
り
返
る

時
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
何
が
正
し
い
判
断
だ
っ
た

の
か
を
問
い
詰
め
る
こ
と
は
意
味

の
な
い
こ
と
で
す
。
わ
た
し
自
身

も
本
務
、
兼
務
、
代
務
で
三
つ
の

教
会
の
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
礼
拝
を
守
り
続
け
た
教
会
が

あ
り
、
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝
以
後
現

在
も
礼
拝
を
休
止
し
て
い
る
教
会

の
責
任
も
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
正
し
い
決
断
と
は
何

だ
っ
た
の
か
を
問
わ
れ
て
も
、
正

解
は
な
い
わ
け
で
す
。

＊

　
そ
れ
よ
り
も
、
束
の
間
で
は

あ
っ
て
も
、
ホ
ッ
と
す
る
時
が
備

え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
歩
み
の
中
で
罪
に
絡
み
取
ら
れ

た
事
柄
を
悔
い
改
め
る
こ
と
が
第

一
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
疫
病
の
中
に
も

神
の
ご
支
配
が
あ
る
こ
と
を
信
じ

て
こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
る
た
め

に
も
、
罪
の
悔
い
改
め
こ
そ
が
信

仰
生
活
の
こ
れ
か
ら
先
を
生
か
す

道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
悔
い
改
め
に
は
外
か

ら
の
光
が
必
要
で
す
。
御
言
葉
の

光
が
改
め
て
一
人
一
人
の
信
仰
生

活
を
照
ら
し
出
し
た
と
き
、
心
が

疼
き
、
悔
い
改
め
へ
と
導
か
れ
る

こ
と
を
信
じ
て
、
教
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
毎
週
「
御
言
葉
が
響
き

合
う
」
を
書
き
続
け
て
い
ま
す
。

（
東
海
教
区
議
長
）

教区議長コラム
♦　東海教区　♦ 

宮本　義弘

ホ
ッ
と
し
て
か
ら
の
先

資
金
援
助
実
施
要
項
最
終
改
定
版
を
協
議

▼
伝
道
委
員
会
▲

申
請
さ
れ
た
計
画
中
止
・
変
更
の
対
応
を
協
議

▼
伝
道
資
金
小
委
員
会
▲

　
第
5
回
社
会
委
員
会
は
、

6
月
30
日
に
ズ
ー
ム
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し
て

行
っ
た
。

　
当
初
は
6
月
29
日
か
ら
30

日
に
か
け
て
全
国
社
会
委
員

長
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
後

に
会
場
の
教
団
会
議
室
で
引

き
続
き
行
う
予
定
と
し
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

に
社
会
委
員
長
会
議
を
中
止

し
、
委
員
会
も
初
め
て
ネ
ッ

ト
で
各
地
を
つ
な
ぐ
形
で
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
開
会
礼
拝
、
前
回
議
事
録

承
認
後
、
諸
報
告
に
先
立
っ

て
、
陪
席
し
た
秋
山
徹
総
幹

事
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
影
響
下
に
あ
る
教

団
の
現
状
な
ど
丁
寧
な
報
告

を
受
け
た
。
日
本
キ
リ
ス
ト

教
社
会
事
業
同
盟
や
日
本
キ

　
第
3
回
伝
道
資
金
小
委
員

会
が
、
6
月
19
日
、
教
団
会

議
室
に
お
け
る
参
加
者
と

ズ
ー
ム
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
参
加
者
に
よ
っ
て

開
催
さ
れ
た
。

　
①
2
0
1
9
年
度
伝
道
資

金
運
用
に
つ
い
て
担
当
幹
事

か
ら
報
告
を
受
け
た
。
各
教

区
か
ら
負
担
金
が
完
納
さ
れ

た
こ
と
、
2
0
1
9
年
度
の

収
支
差
額
93
万
1
7
5
9
円

が
次
年
度
に
繰
り
越
し
さ
れ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
「
伝
道
交
付
金
」、「
伝
道

方
策
交
付
金
」
の
使
途
に
つ

い
て
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
常
議
員
会
に
報

告
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

各
教
区
か
ら
の
報
告
書
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
統
一
さ
れ

て
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
、

今
後
は
報
告
概
要
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
事
務
局
が
作
成
し

各
教
区
に
配
布
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
②
2
0
2
0
年
度
伝
道
資

金
運
用
状
況
に
つ
い
て
確
認

し
た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
、
教
団
に
申
請
し
た
計
画

が
進
ま
な
い
場
合
の
各
教
区

の
対
応
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
。
計
画
の
中
止
・
変
更

等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
教

区
常
置
委
員
会
か
ら
報
告
を

し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
⑴

執
行
残
が
出
た
場
合
に
つ

い
て
、
ま
た
⑵
負
担
金
を
納

入
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

の
対
応
（
負
担
金
の
減
免
、

2
0
2
0
年
度
の
運
用
指
針

の
付
加
等
）
に
つ
い
て
、
常

議
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
う

こ
と
を
要
望
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
③
2
0
2
1
年
度
伝
道

資
金
運
用
の
た
め
の
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
運
用
指
針
、

負
担
金
額
（
5
3
8
4
万

1
0
0
0
円
）を
確
認
し
た
。

　
最
後
に
⑴
「
伝
道
資
金
規

則
改
定
に
関
す
る
件
」（
第

70
回
九
州
教
区
総
会
）
が
提

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑵
当

委
員
会
が
常
議
員
会
へ
「
伝

道
資
金
土
地
取
得
貸
付
資

金
」の
運
用
時
期
に
つ
い
て
、

内
規
整
備
を
要
望
し
て
い
る

こ
と
、
⑶
大
阪
教
区
の
未
収

金
に
つ
い
て
引
き
続
き
納
入

依
頼
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

確
認
し
た
。（

大
塚
　
忍
報
）

リ
ス
ト
教
保
育
所
同
盟
報
告

で
も
、
今
年
度
計
画
さ
れ
た

会
議
・
集
会
が
こ
と
ご
と
く

中
止
と
な
り
、
社
会
全
体
が

感
染
症
影
響
下
に
お
か
れ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
協
議
で
は
、
ま
ず
、
教
団

総
会
の
議
案
書
・
報
告
書
に

掲
載
す
る
「
社
会
委
員
会
報

告
」
の
確
認
を
行
っ
た
。
特

に
、
申
し
送
り
事
項
に
加
え

る
項
目
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
す
な
わ
ち
、
今
回
開
催

で
き
な
か
っ
た
全
国
社
会
委

員
長
会
議
で
扱
う
予
定
だ
っ

た
、
災
害
時
に
お
け
る
教
区

間
協
力
体
制
の
シ
ス
テ
ム
構

築
を
求
め
る
文
言
を
整
え
て

記
載
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
。

　
今
総
会
期
に
お
い
て
計
画

し
て
い
た
全
国
社
会
委
員
長

会
議
は
、
10
月
に
教
団
総
会

が
開
催
さ
れ
れ
ば
次
期
へ
の

申
し
送
り
と
し
、
開
催
延
期

と
な
れ
ば
改
め
て
次
回
委
員

　
1
9
2
5
年
に
誕
生
し
た

カ
ナ
ダ
合
同
教
会
の
前
身

の
一
つ
で
あ
る
カ
ナ
ダ
メ

ソ
ジ
ス
ト
教
会
は
1
8
7
3

年
に
宣
教
師
を
日
本
に
送
り

1
8
7
4
年
の
静
岡
教
会
設

立
以
後
、
多
く
の
教
団
所
属

教
会
の
設
立
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
創
設
と
運
営
に
寄

与
し
た
。
カ
ナ
ダ
合
同
教
会

設
立
後
も
、
宣
教
協
約
こ
そ

結
ば
れ
て
い
な
い
が
、
相
互

に
宣
教
師
を
派
遣
し
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
合
同

教
会
の
教
団
に
対
す
る
誠
実

な
祈
り
と
サ
ポ
ー
ト
は
、
教

団
諸
教
会
に
是
非
覚
え
て
ほ

し
い
。

　
教
団
に
対
し
て
は
、

2
0
1
7
年
を
皮
切
り
に
毎

年
教
団
の
宣
教
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
た
め
に
献
金
が
送
ら

れ
、
2
0
2
0
年
に
は
既
に

3
5
0
万
円
の
教
団
宣
教
プ

ロ
グ
ラ
ム
献
金
が
届
い
て
い

る
。
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
と
の

関
連
で
は
2
0
1
8
年
度
、

2
0
1
9
年
度
は
カ
ナ
ダ
合

同
教
会
派
遣
宣
教
師
で
あ
る

木
原
葉
子
宣
教
師
が
中
心
に

な
り
、
青
年
キ
ャ
ン
プ
を
バ

ン
ク
ー
バ
ー
で
行
っ
た
（
木

原
宣
教
師
は
今
年
2
月
に
召

さ
れ
ま
し
た
。
お
働
き
に
感

謝
す
る
と
共
に
ご
家
族
に
慰

め
を
祈
り
ま
す
）。

　
こ
の
度
は
カ
ナ
ダ
合
同
教

会
の
パ
テ
ィ
・
タ
ル
ボ
ッ
ト

幹
事
よ
り
、
カ
ナ
ダ
合
同
教

会
所
有
の
日
本
の
資
産
を
現

金
化
し
、
教
団
に
は
総
額

7
8
0
0
万
円
を
3
年
に
わ

た
り
送
金
し
、
教
団
の
宣
教

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
連
絡
を
受
け
た
。
カ
ナ

ダ
合
同
教
会
は
そ
の
宣
教
理

念
に
基
づ
い
て
海
外
の
教

会
、
団
体
に
献
金
を
送
っ
て

い
る
。

　
6
月
5
日
に
行
わ
れ
た
カ

ナ
ダ
合
同
教
会
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
於
い
て
は
、
カ

ナ
ダ
側
は
パ
テ
ィ
・
タ
ル

ボ
ッ
ト
幹
事
、ジ
ョ
ン
・
ダ
ー

フ
ィ
ー
弁
護
士
、ロ
バ
ー
ト
・

ウ
ィ
ト
マ
ー
宣
教
師
、
教
団

か
ら
は
秋
山
徹
総
幹
事
、
加

藤
誠
幹
事
、
道
家
紀
一
総
務

幹
事
、
高
田
輝
樹
職
員
、
廣

中
佳
実
職
員
が
参
加
し
、
献

金
の
趣
旨
の
確
認
後
、
教
団

と
し
て
は
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ

ト
マ
ー
宣
教
師
と
共
に
カ
ナ

ダ
合
同
教
会
の
宣
教
理
念
を

考
慮
し
た
運
用
計
画
を
7
月

末
ま
で
に
カ
ナ
ダ
合
同
教
会

に
提
出
す
る
こ
と
で
合
意
を

得
た
。

（
加
藤
　
誠
報
）

　  カナダ合同教会からの　　
献金について

課
題
を
受
け
止
め
、申
し
送
り
事
項
を
協
議

▼
社
会
委
員
会
▲

　
第
5
回
委
員
会
は
、
感
染

症
拡
大
防
止
策
と
し
て
6
月

23
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で

行
っ
た
。業
務
報
告
と
し
て
、

前
回
了
承
さ
れ
た
開
拓
伝
道

資
金
申
請
に
つ
い
て
、
当
該

教
会
へ
の
支
援
が
実
行
さ
れ

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
伝
道
委
員
会

で
は
当
該
教
会
を
直
接
訪

ね
、
教
会
の
状
況
を
聞
き
、

と
も
に
祈
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
き
た
が
、
今
般
の
状
況

を
鑑
み
、
こ
れ
を
電
話
に
て

行
う
こ
と
と
し
た
。

　
同
じ
く
、
前
回
了
承
さ
れ

た
資
金
援
助
実
施
要
項
に
つ

い
て
最
終
改
定
版
が
提
示
さ

れ
た
。
返
済
事
務
業
務
の
簡

略
化
を
目
的
と
す
る
返
済
間

隔
の
長
期
化
（
最
短
毎
月
→

半
年
）
と
、
教
区
に
よ
る
連

帯
保
証
の
明
確
化
が
明
記
さ

れ
た
。
関
連
で
、
現
状
の
貸

出
金
利
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ス

変
更
の
余
地
は
な
い
か
と
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
協
議
し
た
。
貸
出
金

利
（
年
率
1
%
）
が
現
状
の

市
場
金
利
に
対
し
て
高
い
の

で
は
な
い
か
と
の
趣
旨
を
受

け
止
め
た
う
え
、
本
制
度
が

無
担
保
貸
付
で
あ
る
こ
と
を

鑑
み
る
と
、
現
状
利
率
が
高

い
と
は
判
断
さ
れ
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

会
で
今
総
会
期
内
の
実
施
に

向
け
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

た
。

　『
社
会
委
員
会
通
信
』
も

総
会
期
を
延
長
す
る
判
断
が

な
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
発
行
を
延
ば
し
、
今
総

会
期
全
体
の
報
告
と
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
秋
山
総
幹
事
か
ら
は
、
当

委
員
会
の
働
き
に
関
連
す
る

こ
と
と
し
て
、
あ
る
教
区
が

計
画
し
て
い
る
基
地
問
題
に

関
す
る
協
議
会
開
催
に
つ
い

て
教
団
に
協
力
を
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で

な
し
得
る
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
の
働
き
に
つ
い
て
、
検
討

で
き
る
か
ど
う
か
要
望
を
受

け
た
。

　
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を
受

け
と
め
つ
つ
、
次
回
委
員
会

も
9
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

と
し
て
行
う
こ
と
を
確
認
し

た
。

（
髙
橋
真
人
報
）

　
伝
道
委
員
会
で
は
毎
年
伝

道
推
進
室
と
の
合
同
会
議
を

行
い
、
意
見
交
換
を
行
っ
て

き
た
が
、
本
年
の
開
催
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
い
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
性
質

か
、
利
用
す
る
側
の
不
慣
れ

か
、
対
面
会
議
で
行
う
よ
う

な
協
議
に
は
な
ら
な
い
。
教

団
機
構
改
定
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
し
た
い
と
願
い
な

が
ら
も
、
今
回
は
見
送
る
こ

と
と
し
た
。（村

上
恵
理
也
報
）
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教憲9条を改正し、伴って関連教規条項を改正する件

提案者　第70回九州教区総会
議案
　現行の教憲第9条の規定「教師はこれをわけて，正教師および補教
師とする」は、先の大戦下に宗教団体法（1940年施行）及び同施行
令の命じるところに従って合同前各教派が不可抗力的に採るに至った

「二種教職制」を踏襲して定められた旧日本基督教団規則第207条「教
師ハ之ヲ分チテ正教師及補教師ノ二種トス」を、戦後の混乱期に充分
な検討なくそのままに引き継いだ（1946年6月制定）ものであって、
教会の信仰に基く内的希求ないし信仰的決断に発した定めではない。
　従って、第42回日本基督教団総会は、先の戦時下に犯した“神の
主権よりも国権を上位に置いた過ち”を深く悔改め、神が与え給うた
信仰の自由なる決断において、教憲第9条を次の通り、改正し、伴っ
て関連教規条項を改正する。

教憲変更議案：「教憲9条を改正し、伴って関連教規条項を改正する件」
掲載について

2020年8月1日
第41総会期　日本基督教団総会議長　石橋秀雄

　第70回九州教区定期総会にて、第42回教団総会への提出議案として
可決されました。本議案は、「教憲変更議案」となります。教憲12条に
則り、教団新報にて「公表する」こととなりました。

《 現行規程 》 《 改訂規程（案）》

教 憲
第9条
本教団の教師は、神に召され正
規の手続きを経て献身した者と
する。
教師はこれをわけて、正教師お
よび補教師とする。
正教師は按手礼を領した者、補
教師は伝道の准允を受けた者と
する。

なし

教 規
第7条①　略
②　議長、副議長および書記は、
正教師の議員の中から定期教団
総会において選挙する。

第12条①　略
②　仮議長は、正教師の議員の
中から選ぶ。　

第61条①　教区総会は、次に掲
げる議員をもって組織する。た
だし、沖縄教区の場合は、第1号
ないし第4号の議員を教区規則の
定めるところによって変更する
ことができる。
 （1）略
 （2）教区内における正教師たる
巡回教師
および正教師たる教務教師の互
選による者、総数の3分の1
 （3）教区内における正教師たる
神学教師各神学校の専任者、総
数の2分の1
 （4）－（5）　略

第62条①　次に掲げる者は、准
議員として教区総会に出席し発

第9条
本教団の教師は、神に召され正
規の手続きを経て献身し、按手
礼を領した者とする。

付則（※12条の後に追加）
上記の変更は、決議の日から3年
を超えない範囲内において、常
議員会の定める日から施行する。

②　議長、副議長および書記は、
教師の議員の中から定期教団総
会において選挙する。

②　仮議長は、教師の議員の中
から選ぶ。

第61条①　教区総会は、次に掲
げる議員をもって組織する。た
だし、沖縄教区の場合は、第1号
ないし第4号の議員を教区規則の
定めるところによって変更する
ことができる。
 （1）略
 （2）教区内における巡回教師
および教務教師の互選による者、
総数の3分の1

 （3）教区内における神学教師各
神学校の専任者、総数の2分の1

 （4）－（5）　略

第62条①　次に掲げる者は、准
議員として教区総会に出席し発

※下線部改正箇所　　（参考）は、諸規定等で、関連して改正が必要となるものの例を示す。
※教規改正以外に、「教師検定規則」の改正も必要となる。

言することができる。ただし、
表決に加わることができない。
 （1）正教師で議員でない者
 （2）補教師で議員でない者
 （3）教区総会において推薦する
者
 （4）キリスト教教育主事

第63条①　略
②　議長および副議長は、正教
師たる議員の中から、書記は議
員の中から、定期教区総会にお
いて選挙する。
③－④　略

第66条　教区総会において処理
すべき事項は次のとおりである。
　（1）－（2） 略
 （3）教師の按手礼および准允に
関する事項
 （4）牧師、伝道師の就任、退任
その他教師の移動に関する事項
 （5）以下　略
 
第103条　教会担任教師が正教師
であるときは牧師、補教師であ
るときは伝道師という。

 （参考）

　「日本基督教団　教会」規則（準則）

第14条①　担任教師が正教師で
あるときは牧師、補教師である
ときは伝道師という。
②　略

第15条　牧師または伝道師が就
任したとき、教会は教区と合議
の上、就任式をおこなう。

第104条　教会担任教師は、次
の教務を執行する。ただし、伝
道師は第2号の教務を執行できな
い。
以下　略。

第123条①　教師は分けて正教師
および補教師とする。
②　教師は教区および教団の名
簿に登録しなければならない。

第124条①　正教師とは、正教師
試験に合格し、教区総会の議決
を経て、按手礼を領したものと
する。
②　略

第125条①　補教師とは補教師検
定試験に合格し、教区総会の議
決を経て、伝道の准允を受けた
ものとする。
②　准允は、教区総会議長がつ
かさどる。

 （参考）

　宣教師に関する規定

第5条（職制）
　受入れ宣教師で、本教団の教
師と同等の准允もしくは按手礼
を受領した者は、教規123条の本
教団の教師とみなす。

言することができる。ただし、
表決に加わることができない。
 （1）教師で議員でない者
 （2）教区総会において推薦する
者
 （3）キリスト教教育主事

第63条①　略
②　議長および副議長は、教師
たる議員の中から、書記は議員
の中から、定期教区総会におい
て選挙する。
③－④　略

第66条　教区総会において処理
すべき事項は次のとおりである。
　（1）－（2） 略
 （3）教師の按手礼に関する事項
 （4）牧師の就任、退任その他教
師の移動に関する事項
 （5）以下　略

第103条　教会担任教師を牧師と
いう。

 （参考）

　「日本基督教団　教会」規則（準則）

第14条①　担任教師を牧師とい
う。
②　略

第15条　牧師が就任したとき、
教会は教区と合議の上、就任式
をおこなう。

第104条　教会担任教師は、次の
教務を執行する。
以下　略。

第123条　①　削除
教師は教区および教団の名簿に
登録しなければならない。

第124条①　教師とは、教師試験
に合格し、教区総会の議決を経
て、按手礼を領したものとする。
②　略

第125条　削除

 （参考）

　宣教師に関する規定

第5条（職制）
　受入れ宣教師で、本教団の教
師と同等の按手礼を受領した者
は、教規123条の本教団の教師と
みなす。　　
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提
案
理
由

　
日
本
基
督
教
団
は
、
敗
戦
前
の

国
家
統
制
の
厳
し
い
時
代
に
採
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
二
種
教

職
制
度
を
、
教
会
に
相
応
し
い
制

度
で
あ
る
と
捉
え
て
き
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
1
9
5
4
年
の
教

団
信
仰
告
白
制
定
後
の
1
9
5
6

年
の
教
憲
改
正
、
そ
れ
に
続
く
再

度
の
教
憲
改
正
作
業
（
1
9
5
8

年
）
が
な
さ
れ
た
頃
、“
教
師
と

は
按
手
礼
を
領
し
た
者
で
は
な
い

か
”
と
の
意
見
が
盛
ん
に
主
張
さ

れ
、
そ
の
正
当
性
を
認
め
る
形
で

“
准
允
を
受
け
た
者
を
「
教
師
補
」

と
す
る
”
内
容
の
教
憲
第
9
条
改

正
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
し
た

が
、第
12
回
教
団
総
会（
1
9
6
2

年
）
で
は
二
種
教
職
制
の
解
消
に

至
ら
な
い
ま
ま
の
教
憲
改
正
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
議
論
は
止
む
こ
と
な

く
更
に
続
き
、
第
15
総
会
期
信
仰

職
制
委
員
会
（
1
9
6
8
年

－

）

は
“
教
師
を
二
種
と
せ
ず
、
一
種

の
み
と
す
べ
き
”
と
結
論
し
、
同

時
に
教
師
に
至
る
ま
で
の
「
教
師

補
」
的
制
度
を
置
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
た
第
16
総

会
期
常
議
員
会
（
1
9
6
9
年

－

）
は
教
憲
第
9
条
改
正
の
必
要

を
認
め
る
決
議
を
な
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
常
任
常
議
員
会
の
下
に

設
置
さ
れ
た
作
業
委
員
会
が
提
出

し
た
報
告
を
基
に
常
議
員
会
は
、

1
9
7
0
年
7
月
、
第
17
回
教
団

総
会
に
二
種
教
職
制
廃
止
を
目
的

と
す
る
教
憲
第
9
条
改
正
を
正
式

に
提
案
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の

で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
教
憲
第

9
条
の
条
文
を
「
本
教
団
の
教
師

は
，
神
に
召
さ
れ
正
規
の
手
続
き

を
経
て
献
身
し
，
按
手
礼
を
領
し

た
者
と
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
伴
う
教
規
、
関
連
規

則
の
変
更
を
第
18
回
教
団
総
会
に

提
案
で
き
る
よ
う
に
常
議
員
会
に

準
備
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　
こ
の
改
正
案
は
、い
わ
ゆ
る「
教

団
紛
争
」
の
激
化
に
伴
う
第
17
回

教
団
総
会
延
期
な
ど
の
事
情
の
中

で
、
以
後
の
教
団
総
会
で
毎
回
継

続
審
議
扱
い
と
さ
れ
ざ
る
を
得

ず
、第
25
回
教
団
総
会（
1
9
8
8

年
）
に
お
い
て
、
全
教
区
の
議
員

が
揃
う
教
団
総
会
開
催
ま
で
審
議

を
凍
結
す
る
と
の
決
議
が
な
さ

れ
、
教
団
総
会
議
案
か
ら
は
消
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

私
た
ち
が
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
、
こ
の
間
30
余
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
信
仰
の
先
達
が
日
本
基
督

教
団
に
と
っ
て
の
、
あ
る
べ
き
教

職
制
度
を
形
に
し
よ
う
と
真
剣
な

努
力
を
続
け
て
下
さ
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
り
、
教
団
全
体
に
も
、

ま
こ
と
の
教
会
と
な
る
た
め
に
二

種
教
職
制
度
の
問
題
を
等
閑
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
認
識
が

保
持
し
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
1
9
8
2
年
か
ら
は
「
三
委
員

会
連
絡
会
」（
教
師
委
員
会
・
信

仰
職
制
委
員
会
・
教
師
検
定
委
員

会
）
が
、
教
師
制
度
や
教
師
検
定

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
る
と
い
う
努
力
が
あ
り
、
第

27
回
教
団
総
会
（
1
9
9
2
年
）

は
全
教
区
の
議
員
が
出
揃
う
総
会

と
な
り
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
、

以
後
の
教
団
総
会
で
二
種
教
職
制

廃
止
を
め
ぐ
る
本
格
的
な
議
論
が

な
さ
れ
る
機
会
は
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
本
質
議
論
は
出
尽

く
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
の
認
識

と
共
に
、
膨
大
な
議
論
の
集
積
と

い
う
事
実
が
、
そ
の
時
点
で
の
議

員
た
ち
を
し
て
積
極
的
発
言
を
た

め
ら
わ
せ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
ま
た
、
時
の
経
過
の
中
で
事

実
上
、
継
続
さ
れ
て
き
た
二
種
教

職
制
度
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
無
頓

着
な
世
代
が
現
れ
て
き
た
こ
と
も

要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
直
近
、
最
後
の
教
団
的
取
り
組

み
は
、
第
30
総
会
期
第
5
回
常
議

員
会
（
1
9
9
8
年
7
月
）
が
提

案
し
、
第
32
回
総
会
（
2
0
0
0

年
）
で
可
決
さ
れ
た
「
教
憲
9
条

を
検
討
す
る
件
」
で
し
た
。
こ
れ

は
実
に
3
総
会
期
を
か
け
て
の
検

討
で
し
た
が
、
教
憲
第
9
条
検
討

作
業
委
員
会
は
2
0
0
6
年
2
月

の
第
34
総
会
期
第
4
回
常
議
員
会

に
、
こ
れ
以
上
の
検
討
作
業
継
続

は
困
難
で
あ
る
と
の
最
終
報
告
を

提
出
、
常
議
員
会
が
こ
れ
を
承
認

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
種
教
職

制
度
は
教
団
の
議
題
と
さ
れ
る
こ

と
な
く
今
日
に
至
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
し
た
。
こ
の
時
点
で
課
題

克
服
を
阻
ん
だ
要
因
の
ひ
と
つ

は
、
温
存
さ
れ
た
二
種
教
職
制
度

と
共
存
す
る
う
ち
に
、
補
教
師
と

い
う
制
度
の
中
に
訓
練
期
間
と
し

て
の
「
有
用
性
」
を
見
出
す
層
が

現
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
教
憲
第
9
条

に
定
め
ら
れ
た
二
種
教
職
制
度
に

対
す
る
問
題
意
識
が
、
時
の
経
過

と
共
に
退
行
し
て
き
た
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ

る
か
ら
と
云
っ
て
、
教
会
の
根
幹

に
関
わ
る
こ
の
問
題
を
捨
て
置
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
の
敗
戦

後
に
い
ち
早
く
こ
の
問
題
を
指
摘

し
た
先
輩
方
や
そ
の
後
に
改
正
努

力
を
積
み
上
げ
て
下
さ
っ
た
方
々

は
、“
正
教
師
・
補
教
師
の
別
に

よ
っ
て
御
言
の
宣
教
と
聖
礼
典
執

行
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
神
学
か
ら
承
認
さ
れ

な
い
こ
と
”
で
あ
り
、“
二
種
教

職
制
度
と
は
国
の
圧
力
の
下
に

採
っ
て
し
ま
っ
た
便
法
”で
あ
り
、

“
神
の
主
権
よ
り
も
国
権
を
上
位

に
置
い
た
過
ち
” 

の
痕
（
し
る
し
）

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
見
抜
い
て

お
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
認
識
は

正
当
で
す
。
便
法
の
上
に
主
の
教

会
が
建
て
上
げ
ら
れ
る
は
ず
は
な

く
、“
神
の
主
権
よ
り
も
国
権
を

上
位
に
置
い
た
過
ち
”
の
痕
を
帯

び
た
ま
ま
、
ま
こ
と
の
教
会
と
な

り
得
る
道
理
も
な
い
こ
と
で
す
。

補
教
師
制
度
に
訓
練
期
間
と
し
て

の
「
有
用
性
」
を
見
出
す
こ
と
も

本
末
顛
倒
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
長
い
年
月
に
わ
た
る
議
論
の
膨

大
な
集
積
に
怖
れ
を
抱
い
て
い
る

と
し
て
も
、
こ
れ
よ
り
生
起
す
る

で
あ
ろ
う
法
規
相
互
の
整
合
作
業

や
制
度
整
備
に
た
じ
ろ
ぐ
思
い
に

囚
わ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
私
た

ち
は「
教
憲
9
条
を
改
正
し
、伴
っ

て
関
連
教
規
条
項
を
改
正
す
る
」

こ
と
を
決
断
す
べ
き
で
す
。
私
た

ち
は
主
に
の
み
従
う
教
会
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
そ
れ
を
体

現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
尚
、
本
議
案
は
、
第
41
回
日
本

基
督
教
団
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
議
案
で

す
。
第
66
回
九
州
教
区
定
期
総
会

（
2
0
1
6
年
）
に
お
い
て
決
議

さ
れ
、
そ
の
後
、
同
年
開
催
の
第

40
回
日
本
基
督
教
団
総
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
は
、
提
案
者
の
責
め

に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
理
由
な
く
、

教
憲
12
条
所
定
の
期
間
内
議
案

公
表
手
続
き
に
瑕
疵
が
生
じ
た
た

め
、
上
程
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
議
案

に
修
正
を
加
え
、
第
68
回
九
州
教

区
定
期
総
会
（
2
0
1
8
年
）
に

お
い
て
決
議
さ
れ
、
そ
の
後
、
同

年
開
催
の
第
41
回
日
本
基
督
教
団

総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
総

会
に
残
さ
れ
た
審
議
時
間
が
わ
ず

か
で
あ
っ
た
の
で
、
短
時
間
で
こ

の
議
案
を
判
ず
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
提
案
者
で
あ
る
九
州
教
区

総
会
を
代
表
す
る
総
会
議
長
自
ら

取
り
下
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
過
程
で
、
九
州
教
区
総
会

が
願
っ
て
き
た
こ
と
は
、
教
団
の

歩
み
、ひ
い
て
は
「
国
家
と
教
会
」

と
い
う
、
信
仰
の
本
質
に
も
関
わ

る
重
要
な
主
題
を
内
包
す
る
本
議

案
が
こ
の
ま
ま
捨
て
置
か
れ
、
二

種
教
職
制
度
の
課
題
が
風
化
し
て

い
か
な
い
こ
と
、
ま
た
、
か
つ
て

の
教
団
が
真
剣
に
向
き
合
お
う
と

し
た
二
種
教
職
制
度
へ
の
検
討
・

協
議
の
場
が
、
い
ま
一
度
回
復
さ

れ
る
こ
と
で
し
た
。

　
教
団
は
、
第
40
総
会
期
教
師

養
成
制
度
検
討
委
員
会
に
二
種

教
職
制
度
の
取
り
扱
い
を
委
託

し
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
①

「
教
憲
第
9
条
検
討
作
業
委
員
会

（
2
0
0
4
年
〜
2
0
0
6
年
）」

の
検
討
作
業
と
報
告
を
踏
ま
え

る
、
と
し
て
同
委
員
会
委
員
長
と

書
記
を
、
②
「
教
憲
9
条
改
正
」

議
案
の
提
案
者
で
あ
る
九
州
教
区

か
ら
提
案
の
概
要
と
趣
旨
に
つ
い

て
聴
く
、
と
し
て
九
州
教
区
総
会

議
長
を
、
③
二
種
教
職
制
の
問
題

に
つ
い
て
神
学
的
な
課
題
に
つ
い

て
検
討
す
る
、
と
し
て
東
京
神
学

大
学
学
長
を
、
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

聴
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

第
41
回
日
本
基
督
教
団
総
会
に
お

い
て
九
州
教
区
が
議
案
を
取
り
下

げ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
教
師

養
成
制
度
検
討
委
員
会
は
、
同
委

員
会
と
し
て
検
討
を
終
了
さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
判
断
へ
の

疑
義
は
拭
え
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
、

よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
同
委
員

会
自
身
が
、
今
後
、
取
り
扱
い
を

議
長
と
常
議
員
会
に
委
ね
る
、
と

し
て
い
る
点
で
す
。
教
憲
9
条
の

課
題
は
未
だ
終
了
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
つ
の
委
員
会
に
担
わ
せ
て

終
わ
り
と
す
る
の
で
は
な
く
、
議

長
や
常
議
員
会
が
検
討
・
協
議
の

場
を
形
作
り
、
積
極
的
に
課
題
の

解
決
に
向
か
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
以
上
、
わ
た
し
た
ち
九
州
教
区

総
会
は
、
教
団
に
お
け
る
二
種
教

職
制
度
の
克
服
を
願
い
、
本
議
案

を
提
出
い
た
し
ま
す
。

岩
井
　
啓
（
隠
退
教
師
）

　
14
年
10
月
27
日
逝
去
、
83

歳
。
千
葉
県
生
ま
れ
。
56
年

関
西
学
院
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
成
松
教
会
、

カ
ナ
ダ
合
同
教
会
、
鴨
島
兄

弟
教
会
を
牧
会
し
、
98
年
隠

退
。
遺
族
は
娘
・
岩
井
信
子

さ
ん
。

大
坂
正
治
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
5
月
31
日
逝
去
、
84

歳
。
秋
田
県
生
ま
れ
。
62
年

農
村
伝
道
神
学
校
卒
業
。
63

年
よ
り
秋
南
、
北
上
、
土
佐

福
音
、中
濃
教
会
を
牧
会
し
、

09
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・
大

坂
洋
子
さ
ん
。

　
補
教
師
登
録

赤
松
真
希
、
髙
木
政
臣

（
2
0
2
0
・
5
・
28
受
允
）

森
下
静
香

（
2
0
2
0
・
5
・
31
受
允
）

髙
根
祐
子

（
2
0
2
0
・
6
・
1
受
允
）

吉
居
美
緒
、
稲
益
久
仁
子
、

佐
藤
彰
子

（
2
0
2
0
・
6
・
9
受
允
）

大
島
庄
吾
、
野
澤
幸
宏

（
2
0
2
0
・
6
・
13
受
允
）

井
田
一
郎
、
加
藤
秀
久
、

髙
橋
優
美
子

（
2
0
2
0
・
6
・
19
受
允
）

　
正
教
師
登
録

寺
崎
　
真
、
寺
田
時
雄
、

土
井
栄
子
、
森
美
由
紀

（
2
0
2
0
・
5
・
28
受
按
）

稲
葉
義
也

（
2
0
2
0
・
6
・
14
受
按
）

竹
花
牧
人
、
古
谷
次
郎

（
2
0
2
0
・
6
・
19
受
按
）

　
教
師
異
動

高
知
　
　
辞（
担
）見
城
康
佑

　
〃
　
　
就（
担
）松
浦
子
基

下
川
口
　
就（
代
）黒
田
若
雄

世
田
谷
平
安辞（

主
）長
村
亮
介

　
〃
　
　
就（
代
）北
川
正
弥

小
金
　
　
辞（
主
）今
泉
幹
夫

　
〃
　
　
就（
代
）三
原
　
誠

東
金
　
　
辞（
担
）朴
　
貞
蓮

志
村
栄
光辞（

主
）逢
坂
喜
恵
子

　
〃
　
　
就（
主
）朴
　
貞
蓮

四
谷
新
生辞（

主
）的
場
惠
美
子

　
〃
　
　
就（
代
）古
賀
　
博

東
京
信
愛
辞（
担
）許
　
昌
範

信
濃
町
　
辞（
担
）柳
澤
宗
光

尾
鷲
　
　
辞（
代
）吉
川
　
進

　
〃
　
就（
兼
主
）吉
川
　
進

　
〃
　
就（
担
）嶋
田
百
々
子

名
張
　
　
辞（
代
）加
藤
幹
夫

　
〃
　
　
就（
主
）敦
森
幹
生

金
城
　
就（
担
）山
本
美
保
子

名
古
屋
中
央就（

担
）金
　
元
基

南
山
　
　
就（
担
）三
好
祐
輝

武
生
辞（
主
）佐
々
木
千
沙
子

　
〃
　
　
就（
代
）亀
井
拓
也

東
京
新
生
辞（
主
）森
　
　
浩

　
〃
就（
主
）佐
々
木
千
沙
子

東
大
和
　
辞（
担
）今
井
栄
一

関
西
学
院
聖
和
短
期
大
学

辞（
教
）原
　
真
和

頌
栄
保
育
学
院

辞（
教
）森
田
喜
基

同
志
社
大
学就（

教
）森
田
喜
基

錦
林
　
　
辞（
主
）吉
田
　
慈

　
〃
　
　
就（
代
）新
井
　
純

　
〃
　
　
就（
担
）金
澤
正
善

京
都
　
　
就（
担
）松
田
直
樹

上
鳥
羽
　
辞（
主
）月
下
星
志

　
〃
　
　
就（
主
）兼
松
　
豊

今
津
　
　
辞（
主
）桑
原
博
文

　
〃
　
　
就（
代
）山
本
真
司

水
口
　
　
就（
担
）松
永
明
夫

平
安
　
　
辞（
担
）桝
田
翔
希

　
〃
　
　
就（
担
）山
下
　
毅

洛
陽
　
　
辞（
主
）森
下
　
耕

　
〃
　
　
就（
代
）入
　
順
子

　
〃
　
　
就（
担
）桝
田
翔
希

愛
和
病
院
就（
教
）森
下
　
耕

坂
出
　
　
辞（
主
）信
太
聖
吾

　
〃
　
　
就（
主
）山
森
風
花

日
出
　
　
辞（
主
）関
谷
慶
太

　
〃
　
　
就（
代
）工
藤
俊
一

大
阪
東
十
三辞（

担
）岡
本
聖
美

神
戸
平
安
辞（
代
）松
隈
　
協

　
〃
　
　
就（
主
）岡
本
聖
美

山
手
　
　
辞（
主
）坊
向
輝
國

　
〃
就（
兼
主
）竹
内
紹
一
郎

神
戸
北
　
就（
担
）髙
木
政
臣

関
西
学
院
大
学
神
学
部

就（
神
）小
田
部
進
一

福
岡
渡
辺
通

就（
担
）馬
場
喜
与
実

三
重
　
就（
担
）相
浦
め
ぐ
み

天
城
　
　
就（
担
）吉
田
　
慈

蕃
山
町
　
就（
担
）髙
根
祐
子

油
木
　
　
辞（
代
）反
町
潤
平

　
〃
　
就（
兼
主
）反
町
潤
平

上
下
　
　
辞（
代
）木
村
弘
美

　
〃
　
就（
代
）梅
崎
須
磨
子

宇
部
　
　
辞（
代
）小
畑
太
作

　
〃
　
就（
兼
主
）小
畑
太
作

明
治
学
院
高
校

就（
教
）上
野
峻
一

土
沢
　
　
辞（
主
）上
野
玲
奈

　
〃
　
　
就（
代
）中
原
眞
澄

用
賀
　
　
辞（
担
）関
本
信
一

広
島
東
部
就（
担
）月
下
星
志

東
広
島
　
辞（
代
）濱
田
裕
三

　
〃
　
　
就（
主
）濱
田
裕
三

岩
国
　
就（
代
）海
老
原
道
宣

光
　
　
　
就（
代
）角
田
　
潤

お
詫
び
・
訂
正
　
教
団
新
報

4
9
2
8
・
29
号
3
面
「
事

務
局
報
」
欄
、
逝
去
教
師
名

「
寺
尾
達
彦
」→「
寺
尾
龍
彦
」

に
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

安
来
　
辞（
兼
担
）土
肥
香
織

見
附
　
　
辞（
主
）矢
吹
一
夫

　
〃
　
　
就（
代
）冨
井
鉄
兵

　
〃
　
　
就（
担
）矢
吹
一
夫

新
潟
愛
泉
就（
主
）大
島
庄
吾

栃
尾
　
　
就（
主
）野
澤
幸
宏

巻
祝
福
　
辞（
代
）手
束
信
吾

　
〃
　
就（
兼
主
）野
澤
幸
宏

新
島
学
園
中
学
高
校

就（
教
）吉
居
美
緒

越
生
　
　
辞（
代
）山
岡
　
創

　
〃
　
　
就（
主
）佐
藤
彰
子

埼
大
通
り
辞（
主
）川
添
義
和

　
〃
　
就（
主
）稲
益
久
仁
子

西
千
葉
　
就（
担
）川
添
義
和

岩
城
　
　
辞（
代
）坂
田
　
進

　
〃
　
　
就（
代
）広
瀬
満
和

根
津
　
　
辞（
主
）齋
藤
　
正

東
京
神
学
大
学

辞（
神
）藤
野
雄
大

成
宗
　
辞（
兼
主
）藤
野
雄
大

　
〃
　
　
辞（
担
）藤
野
美
樹

　
〃
　
　
就（
主
）齋
藤
　
正

東
北
学
院
大
学

就（
教
）藤
野
雄
大

仙
台
南
　
辞（
主
）佐
藤
由
子

　
〃
　
　
就（
主
）加
藤
秀
久

　
〃
　
　
就（
担
）佐
藤
由
子

磐
城
　
就（
主
）髙
橋
優
美
子

本
宮
　
　
就（
主
）井
田
一
郎

大
津
　
　
就（
担
）徳
田
　
信

塚
口
　
　
就（
担
）赤
松
真
希

日
向
新
生辞（

主
）山
本
爽
起
子

　
〃
　
　
就（
代
）竹
井
眞
人

阿
久
根
辞（
代
）戸
田
奈
都
子

　
〃
就（
兼
主
）戸
田
奈
都
子

弘
前
学
院
聖
愛
高
校

辞（
教
）石
垣
雅
子

千
葉
本
町
就（
担
）森
下
静
香
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
は
大
き
い
。
社
会
生
活
や
経
済

活
動
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
日
常
を
過
ご
す
た
め
の
「
新

し
い
生
活
様
式
」
と
、「
行
動
変
容
」

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
教
会
も
ま
た
否
応
無
し

に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
（
コ

ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
社
会
の
こ
と
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
・
終
息
後
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
）
に
お
け
る
新
た
な

伝
道
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
、
い
ず
こ
の
教
会
で
も
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
う
が
、
あ
ら
た
め
て
認

識
し
た
こ
と
は
、
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ

に
お
い
て
は
、「
三
密
の
伝
道
」
が

主
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

教
会
で
の
伝
道
集
会
に
お
さ
そ
い
す

る
（
密
閉
）。
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
く
（
密
集
）。
き

わ
め
て
近
い
距
離
で
大
き
な
声
で
賛

美
を
す
る
。
時
に
は
食
事
会
を
も
つ

（
密
接
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
〝
自

粛
〟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
、「
新

し
い
伝
道
様
式
」
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　
す
で
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
動
画
配

信
な
ど
の
「
新
し
い
礼
拝
様
式
」
に

よ
っ
て
、
新
た
な
恵
み
を
与
え
ら
れ

て
い
る
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。
同

様
に
、　
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
な「
ひ
ざ
つ
き
合
わ
せ
て
の
伝
道
・

牧
会
」
と
共
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
伝
道
・
牧
会
と
い
っ
た
こ
と
が
な

さ
れ
る
こ
と
の
意
義
も
大
き
い
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
新

し
い
信
仰
様
式
」
の
課
題
と
し
て
、

祈
り
つ
つ
模
索
し
て
い
る
。

（
教
団
総
会
書
記
　
雲
然
俊
美
）

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
伝
道

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
伝
道

　
は
じ
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

に
興
味
を
持
っ
た
の
は
映
画
『
ベ

ン
・
ハ
ー
』
を
見
た
と
き
だ
っ
た
。

自
ら
「
灰
ス
ク
ー
ル
」
だ
っ
た
と

語
る
中
高
時
代
、
暇
さ
え
あ
れ
ば

映
画
館
に
通
い
、
出
会
っ
た
一
本

だ
っ
た
。

　
高
校
1
年
生
の
冬
、
親
戚
に
誘

わ
れ
て
近
く
の
教
会
へ
行
っ
た
。

伝
道
集
会
が
あ
り
、
小
出
忍
牧
師

の
「
父
の
愛
」
と
題
し
た
説
教
が

心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
12
歳
の
時

に
無
菌
性
髄
膜
炎
に
罹
患
し
て
一

カ
月
入
院
し
た
。
生
き
る
意
味
、

勉
強
す
る
意
味
に
つ
い
て
悩
み
、

自
室
の
前
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
作

り
、
檄
文
を
書
い
て
立
て
こ
も
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
問
い
続
け
て

き
た
心
の
闇
に
一
筋
の
光
が
差
し

た
気
が
し
た
。
通
っ
て
い
た
米
子

教
会
で
信
田
智
伝
道
師
か
ら
『
4

つ
の
法
則
』
を
示
さ
れ
、「
自
分

の
た
め
に
死
ん
で
く
だ
さ
っ
た
お

方
が
い
る
の
か
」
と
深
く
感
動
し

た
。

　
大
学
に
入
り
、
友
人
た
ち
と
遊

び
も
し
た
が
心
の
平
安
を
得
ら
れ

ず
、
そ
の
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
米

子
教
会
で
加
藤
俊
行
牧
師
よ
り
受

洗
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
キ
リ
ス

ト
者
学
生
会
で
熱
心
に
キ
ャ
ン
パ

ス
伝
道
に
励
ん
だ
。
所
属
す
る
混

声
合
唱
部
な
ど
で
伝
道
ト
ラ
ク
ト

を
配
っ
た
が
、
誰
も
教
会
に
来
て

く
れ
な
い
。
一
人
だ
け
教
会
に
足

を
運
ん
で
く
れ
た
の
が
現
在
の
妻

で
あ
る
。
卒
業
と
同
時
に
結
婚
、

4
人
の
娘
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
夫
と
結
婚
し

た
。

　
医
師
に
な
っ
て
ほ
ど
な
く
、
大

阪
の
病
院
に
勤
め
た
が
、
激
務
に

「
燃
え
尽
き
症
候
群
」
に
な
り
、

妻
の
地
元
福
岡
に
あ
る
栄
光
病
院

へ
。
忙
し
い
仕
事
の
傍
ら
、
家
族

で
教
会
に
通
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
た
。娘
た
ち
が
幼
い
時
に
は
、

妻
と
共
に
近
所
の
子
ど
も
を
集
め

て
土
曜
学
校
を
開
い
て
い
た
こ
と

も
あ
る
。

　
苦
し
ん
だ
高
校
時
代
の
「
一
度

し
か
な
い
人
生
、
何
か
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
医

師
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
患
者
と
向
き
合
う
時
「
こ

の
人
は
神
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

人
だ
」と
い
う「
祈
り
心
」を
も
っ

て
、今
日
も
聴
診
器
を
手
に
取
る
。

　父の愛に
　　　生かされて

鳥取県米子市出身、福岡中部
教会員、社会医療法人栄光会
理事長

青戸　雄司さん

《若い日の安三》
　桜美林学園は来年 2021 年に創立
100 周年を迎える。100 年前の 1921
年、桜美林学園はどのようにして誕
生したのか､ その経緯をたどりなが
ら創立者である「夢追い人、清水安
三」の人物像を紹介したいと思う。
　清水安三は 1891 年、琵琶湖の西
岸、滋賀県高浜町の比較的裕福な半
農半商の家に次男として生まれた。
しかし、長男の放蕩が原因で実家が
没落し、安三は経済的に困窮した少
年時代を過ごすことになる。旧制膳
所中学（現在の県立膳所高校）に入
学するものの、貧しい家庭環境のた
め学業に集中できず、安三の言葉を
借りると“いつもクラスの中で最後
から数えたほうが早い順序だった”。
そうした安三であったが大きな転換
期が訪れる。当時滋賀商業学校の英
語教師に赴任したばかりのメルリ・
ヴォーリス（1880 ～ 1964）との出
会いである。安三はヴォーリスの招
きでバイブルクラスに参加し、そこ
で初めてキリスト教信仰に触れたの
であった。ヴォーリスの熱い信仰の
影響で、安三は 1908 年に大津組合
教会で洗礼を受け、さらには牧会者
としての志を立て、学費を必要とし
ない同志社大学神学部へと進学する
のであった。
　同志社時代､ 安三は大きな決断を
する。唐招提寺を訪れた際、開祖鑑
真和尚の布教への熱意に打たれ、ま
た義和団事件で殉教した米国人宣教
師ホレス・ピトキンの逸話を耳にし、
自分も宣教師となって中国へ渡ろう
と誓うのである。

《中国へ派遣される》
　組合教会最初の宣教師として安三
は中国へ派遣されることになった
が、出発直前、彼は大阪毎日新聞の

長谷川如是閑を前に“自分は中国に
行って 20 歳代で小学校、30 歳代で
中学校、40 歳代で高等学校､ そして
50 歳代で大学を建てるつもりです”
と公言し、“ホラを吹いたと言うな
らそれで結構。夢を持って海を渡る”
と熱く語った。それがそのまま翌日
の新聞に記載されたと聞く。この夢
がその後、見事に結実するとは一体
誰が想像出来たであろうか。まさし
く「夢を見る人、清水安三」の誕生
である。
　1917 年 6 月、安三は中国の奉天

（瀋陽）に着任したが、2 年後、“血
と汗をぶち込んで”中国の土になる
覚悟を決め、妻の清水美穂と二人で
北京に移り住む。同年 1919 年秋、
中国北部一帯を未曾有の大旱魃が
襲った。この大災害に対して、欧米
の宣教団体はいち早く救援活動に乗
り出したが、安三も遅れずに立ち上
がる。財界の大物渋沢栄一に直訴し、
送られてきた義援金をもとに妻や中
国の同志と共に大八車を引いて華北
部の農村を巡り、飢えに苦しむ子ど
もたち 799 名を集め、北京の朝陽門
外に急設した救済施設に保護するの
だった。旱魃がおさまった翌年、安
三は子どもたち全員を故郷へ送り届
けるのだが、不幸にして親を失った
子どもには養子先を見つけ、最後の
一人まで救い続けたのであった。

《北京　崇貞学園での活動》
　朝陽門外一帯は、当時、貧困層が
暮らす中国最大のスラム地域であ
り、若い娘たちがわずかな金銭で身
売りされる日常を目にした安三は、
少女たちを救う道は教育以外にない
と強い思いを抱いて、いわゆる読み
書きとそろばん、つまり識字教育を
行い、同時に自立のための技芸を習
得させる無償の学校である「崇貞

（ツオンチェン）工読学校」を設立
する。1921 年のことであった。こ
の年をして桜美林学園の誕生と我々
は考えている。その後、工読学校は

「崇貞学園」と名称を変え、徐々に
教育施設を整備し、1945 年の敗戦
までひたすら教育活動を続けるので
あった。その間、1924 年から 3 年間、
安三夫婦は大原孫三郎の援助で渡米
し、オベリン大学(Oberlin College)
に留学。BDの学位を取得した。
　崇貞学園は 1939 年に日本人部を
併設し、文科省の認可を受けた高等
女学校が開設されたのである。する
と、たちまち日本国内のみならず、
植民地であった朝鮮半島から多くの
生徒が集まり、中国人、朝鮮人、日
本人がともに学ぶ、所謂、「グローバ
ルな学校」として注目を浴びるよう
になる。安三はとりわけ朝鮮人生徒
に対して、朝鮮民族の誇りを失わな
いようにと心を配り、創始改名を嫌
い朝鮮名で生徒を呼び続けたのであ
る。勿論、当局からの非難と嫌がら
せは覚悟の上のことであった。こう
した安三の献身的な働きを北京の
人々は高く評価し、何時しか「北京
の聖者」と呼ぶようになっていった。
　安三は自らの教育の理念を見事に
一句で表現している。「学而人事」
である、「学而人事」とはまさに「学
ぶことは自分のためではなく隣人の
ためになすべきものだ」という教え
である。つまり、学園は「隣人愛を
体現する人」の育成のために存在す
るということである。この教えは桜
美林学園の建学の精神として今も
しっかりと受け継がれている。

《桜美林学園設立》
　1945 年、戦争が終結した年、「崇
貞学園」は中国政府に接収され、安
三もすべてを失いトランク一つで家
族と共に帰国の途に就く。その時安
三は 54 歳。引退してもおかしくな

い年齢であったが、彼はそこで終わ
らない。彼には次なる夢があったの
だ。その夢とは“敗戦の日本に必要
なのは、平和を愛する世代を育てる
学校の設立”である。
　ある日、焼け跡が広がる東京神田
を歩いていると、偶然にも路上で賀
川豊彦と出会う。賀川は安三の学
校設立の熱い思いを聞き、GHQか
ら管理を任されていた東京町田にあ
る軍需工場の職員寮を紹介するので
あった。安三は早速、そこに桜美林
学園高等女学校（旧制）を創立する。
1946 年 5 月 28 日、帰国してから僅
か数か月の出来事であった。1947
年に桜美林中学（共学）、翌年には
桜美林高校（共学）が開設される。
野球が大好きな安三は、早々と野球
部を設立し“いずれ甲子園で優勝す
る”と豪語するのであったが、“ま
たいつものホラだ”と周囲は眉をひ
そめる。しかし、桜美林高校野球部
は 1976 年、夏の甲子園大会に初出
場し、なんと決勝戦まで勝ち進みPL
学園を逆転で負かし初優勝を飾った
のである。安三はその時の心境を歌
であらわした。“夢を見よ。夢は必
ず成なるものぞ。うそとおもわば
甲子園に聴け” そして、ついに 1966
年、生涯の夢であった 4 年制大学の
創立を成し遂げるのである。桜美林
大学は現在、7 学群の学士過程と 7
つの大学院研究科を合わせると約 1
万人の学生が学ぶ総合大学へと成長
した。
　この間、安三は常に学校経営の
先頭に立ち、学長、学園長を歴任、
1988 年 1 月 17 日、日曜日の説教を
終え、“疲れた”とつぶやいて横に
なり静かに息を引き取った。96 歳
の生涯であった。清水安三は大きな
夢を抱き、それを実現する稀代の教
育者・宗教家であった。

（Kyodan Newsletterより）
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